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関する正しい知識と理解を深めます。 
  
（県が他の主体に参画を期待する取組） 

● 生産者や生産者団体は、安全・安心な食の生産や提供に取り組みます。 
● 食品関連事業者などは、県産食材やこれを生かした食品の製造、供給に取り組み

ます。 
● 消費者や団体は、食の安全性に関する正しい知識と理解を深め、県産食材に興味

を持ち、地産地消の定着に向けた実践活動に取り組みます。 
 

取組方向２：食に学ぶ環境づくりに向けて 
（県の取組） 
（１）食育に関する情報を県民の皆さんに提供するとともに、住民や生産者等が地域で

取り組む食育の実践活動を支援します。 
（２）子どもたちに偏りのない食習慣を身に付けさせるための啓発等を行うとともに、

県民の皆さんに対する「食事バランスガイド」の普及や学校、病院等の給食施設で
の食事バランスの指導等を行います。 

（３）学校での食に関する指導体制を確立するとともに、学校、家庭、地域、関係団体
が連携して、学校給食への県産食材の活用や食に関する体験学習などを進めます。 

   
（県が他の主体に参画を期待する取組） 

● 生産者や生産者団体は、食育推進活動や学校給食への食材供給などに取り組みま
す。 

● 食に関連するボランティアや専門家などは、家庭や地域において健康面での食の
大切さなどの啓発に取り組みます。 

● 市町は、望ましい食生活の普及・啓発や学校給食への県産食材の活用などに取り
組みます。 

 

取組方向３：食を高める環境づくりに向けて 
（県の取組） 
（１）県民の皆さんのニーズにあった県産食材の価値向上に取り組む食品関連事業者を

支援するとともに、県民の皆さんが全ての生活ステージで継続的に県産食材にふれ
ることができるよう「みえ地物一番」の自立継続と給食事業などの新たな展開をは
かります。 

（２）これからの時代に県民の皆さんが必要とする食材の検討を行うとともに、これら
の食材の生産・供給システムの構築に取り組みます。 

   また、特用林産物の品質・衛生管理の向上などの高付加価値化を促進します。 
   
（県が他の主体に参画を期待する取組） 

● 食品関連事業者は、県民の皆さんのニーズをふまえて県産食材の価値向上や持続
的な供給に取り組みます。 

● 消費者は、「みえ地物一番」の趣旨に賛同し、三重県産の食材を選ぶなど、継続
的な地産地消運動に取り組みます。 

● 生産者や生産者団体は、県民の皆さんが必要とする次世代に向けた食材の検討や
開発、付加価値の向上に取り組みます。 
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